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貧困の深刻化による「発達障害児」の急増



社会の問題が⼦どもの危機を深刻化させている側⾯と同時に
学校教育が⼦どもの危機を深刻化させている側⾯がある。



発表から学んだこと

• ①貧困の問題を、つながりの喪失・学習環境の喪失・育まれる環境の喪失と捉え、居場所⽀
援・⾷事⽀援・保護者⽀援を含む環境の再構築によって貧困を克服しようとする、いわば障害
の社会モデル的アプローチが採⽤されている。

• ②⼦どもたちの「安⼼」「安全」の場をどうやってつくるのかに焦点があてられている。そのための「連
携」をどうつくるのか。「安⼼」「安全」な場を通して、周囲の⼤⼈がその⼦への⾒⽅を変えていく
過程を丁寧につくっていくということも含まれている。

• ③⽀援がスタッフにとっての学びを構成している。「貧困とはなにか」「この⼦にとっての安⼼とは何
か」など様々な問いが醸成される。⾏動の背後を丁寧に看取ろうとするスタッフの学びがあるから
こそ、スタッフと⼦どもとのつながりが可能になっているのではないか。共に学ぶ関係の成⽴。



「ハブとしての学校」への転換を先導するプロジェクトを計画
（2022年度から）



ありがとう
ございました


